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2009年3月27日 
株式会社日立製作所 

 
直径約3マイクロメートル、質量15ピコグラムの 

微量な有機物を測定可能な質量分析手法を開発 
環境分野の計測や製造プロセスでの異物検査に応用 

 
株式会社日立製作所(執行役社長：古川 一夫／以下、日立)は、このたび、直径約 3 マイクロメートル、

質量15ピコグラム（1ピコグラムは1兆分の1グラム）程度の微量な有機物の測定を可能とする質量分析 *1    

手法を開発しました。本手法は、測定対象の試料だけを加熱し気化する新たな局所加熱機構を開発し、 

その気化した成分を質量分析することで、高感度でノイズ成分が少ない測定を実現したものです。本手法

により、これまで測定が困難であった微量な有機物を個別に質量分析し、その構造を特定することが可能と

なるため、大気中の浮遊物質の計測やデバイス製造プロセスでの異物検査などへの応用が期待されま

す。 
 
近年、大気中に浮遊する粒子状の物質（SPM：Suspended Particulate Matter）が環境に与える影響

の調査や、デバイスの製造プロセスの歩留まりに影響を与える異物の発生原因の解明など、微量な物質の

構造分析に対するニーズが高まっています。こうした微量な物質が、金属や酸化物などの無機物である  
場合、電子顕微鏡を用いた元素分析によりその構造を特定することが可能ですが、有機物の場合は、炭素

が含まれているという情報が得られるだけで、その構造を特定することはできませんでした。一方、有機物

を加熱し気化させる質量分析法を用いて構造を特定する方法がありますが、試料が微量な場合、試料ホル

ダーに付着した他の成分が気化してしまいノイズが相対的に大きくなってしまうため、正確な分析が困難で

した。 
このような背景から、日立は、測定時に発生するノイズを抑える局所加熱機構により、数マイクロメートル

程度の微量な有機物を高感度に測定する質量分析手法を開発しました。 
 
今回開発した局所加熱機構は、極細の Pt（白金）線の周囲を Ag（銀）が覆う二層構造のWollastonワイ

ヤを用い、試料を搭載し加熱する領域のAgを除去し、Ptを露出させたものです。極細のPtに搭載された
試料だけを加熱し気化するため、ノイズが少なく S／N（信号対ノイズ）の高い分析が可能となりました。また、
Pt 製の加熱部の熱容量が非常に小さく、0.1 秒以内に 1000℃以上の高速加熱が可能なため、難揮発性 
有機物 *2や高分子有機物 *3試料でも安定した質量分析が可能です。 
本手法により、直径約 3 マイクロメートル、15 ピコグラムの微量な有機物を高感度で測定することに成功 
しました。今後、環境調査やデバイス製造プロセスでの異物検査などへの応用が期待されます。 

 
なお本技術は、日本大学理工学部船橋キャンパスで 3月 27日から開催される｢日本化学会第 89春季

年会(2009)｣で発表されます。 
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*1 質量分析：試料物質をイオン化し、電気的、磁気的な作用を用い質量／電荷比に応じて分離し、質量数を求める分析手法です。質量分析により、 
化学構造の推定や成分の定量ができます。 

*2 難揮発性有機物：沸点が高く、気化しにくい有機物です。多くの場合、沸点が300℃以上の物質をさします。 
*3 高分子有機物：一般的に分子量が1万程度以上の分子をいい、工業的に多用されているプラスチックなども含まれます。 

 
■お問い合わせ先 
株式会社日立製作所 生産技術研究所 企画室 [担当:鈴木、神田] 

〒244-0817 神奈川県横浜市戸塚区吉田町292番地 
電話:045-860-1678（直通) 
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お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と
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